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{程的}プログラム錨臨死，あるいはアポト山シスの綿織は正常組織の分化
や組織のホメオスタシスの維持にとって重饗な役鰐を来たしている，抗ア
ポトー シス作用を有するBa.xinhibitoト1(BH)議自IfBd-2や13:双に代
表される繍飽死識節機構iこ関与する新しいタイプのアボト}シス艇穣i留
子として知られている，今留，我キは筋線癌におけるB1-1違法子発現のア
ポト}シス犠欝への関与を明らかにすることを話的とした.[対象と方
法}外科的に完全切絵された麓蟻癌3'2症鰐を対象とし曾弱徐検体から作成
されたホJvマJ)ン留定・パラフィンt!l樫様本をmいてt in situ hybridiza-
討onUSH)解者?によるB1-1遺伝子発混と免疫組織学的解析によるアポト}
シス関連議自{凶3，&1-2. Bax)の発現との関連を比較検討した. {結莱1
BI寸遺伝子発現は32鰐rjl14倒(43.8銘)に認め，中でも形態学的iにこE蕗事胞
上皮援換f性生にt培韓嬢する滋分を含む1接義話議'1にζおいて;はま1打7倒ヰ中114f'倒持(8飽2‘ι4%)iにこ
みられB邸1一寸1鵠性
そして Ba蹴x1蛍託自の鵠性率iは立それそぞ羽tれ~3滋4.4%， 3.1弘， 8 1.3% であったがこれ
らのアポトー シス議自の発演とBI-l遺伝子発現の鰐に宥意な報開はみら
れなかった.1結語1m“i遺伝子発現は筋抱1:皮:捜換性増鑓を示す荷分化な
韓議鱗態に践持してみられたが，飽の発育形態学的なパター ン(鍔がま，
乳議状，験管状，あるいは充実性)を示す鰻議総総iこは認めなかった.こ
のように.Bl寸遺紋子は路線癌，轄に踏襲上車援換性増犠撃を示す騒携に
おけるアボトー シス縫絡の事j調Hこ関与していると考えられた.
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